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～安来市立小中学校の目指す望ましい教育環境の整備に向けて～
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第４回



中学校の選定フロー

対象区域の平坦地

＜１次選定＞
　エリアの選定

＜２次選定＞
　候補地（案）の抽出・比較検討
　（数カ所の仮位置の選定）

＜３次選定＞
　候補地（案）の絞り込み選定

建設予定地の選定

　通学負担の評価（生徒の分布状況）　

　農地に関する法規制の確認
　　・利用が可能な農地

　立地に関する評価

　整備に関する評価

　評価に基づく総合的な判断

　＋費用に関する評価
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評価及び課題等について
　　　　　　　　候補地 評価及び課題等 総合評価

　①第二中学校隣接地

　・立地に関する評価・整備に関する評価が比較的高い
　・事業費が低く抑えられる
　・敷地の形状が整っているため、配置計画に比較的自由度がある
　・体育館は既存施設（南体育館及び二中体育館）を利用できる

　②南小学校隣接地

　・立地に関する評価・整備に関する評価が高い
　・事業費が比較的高い
　・敷地が長方形となった場合、建物配置に制約がある
　・建物配置によっては、南小の仮移転及び解体費用が発生する可能性がある
　・校舎の建物配置によっては工期が伸びる可能性がある
　・既存敷地に一部借地がある

　③市役所伯太庁舎隣接地

　・立地に関する評価・整備に関する評価が比較的低い
　・事業費が高い
　・新設のため、敷地の形状及び建物配置に自由度がある
　・造成、盛り土費用が高額となる
　・すべての敷地が用地造成からであり工期がかかる
　・地盤調査やインフラ整備に時間を要する
　・チューリップ栽培に支障がある

　④伯太中学校・

　　母里小学校隣接地

　・立地に関する評価・整備に関する評価が低い
　・事業費が比較的低く抑えられる
　・敷地形状が不整形である
　・交通アクセスがよくない
　・敷地の高低差があり、盛り土費用が高額となる
　・体育館は既存施設（伯太体育館及び伯太中体育館）を利用できる
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「第３回再編地域協議会だより」より抜粋
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自転車通学（６ｋｍ）の目安

候補地から６ｋｍの距離
（直線距離）

－－－　  第二中学校

－ － －　南小学校

・・・　  市役所伯太庁舎
　　　　  伯太中学校
　　　　  母里小学校
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通学ルートについて

※　現状のイエローバスのルートで　　
シュミレーション
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通学時間について（バスの場合）

各バス停からの所要時間

　あくまで現状のイエローバスでの所要時間になります。実
際には開校までのところで、専用のスクールバスを走らせる
のか、あるいはイエローバスでもダイヤやルートをより通学
に適しているように調整するなど今後協議していくことにな
ります。 

６

          （分）

バス停名 草野
（乗換時間含）

上小竹
（乗換時間含） 赤屋 井尻小学校 母里

南小学校前 46 50 25 15 10

沢 48 52 27 17 12

     



通学時間について（自転車の場合）

７

伯太大橋

天野前橋



中学校の選定フロー

対象区域の平坦地

＜１次選定＞
　エリアの選定

＜２次選定＞
　候補地（案）の抽出・比較検討
　（数カ所の仮位置の選定）

＜３次選定＞
　候補地（案）の絞り込み選定

建設予定地の選定

　通学負担の評価（生徒の分布状況）　

　農地に関する法規制の確認
　　・利用が可能な農地

　立地に関する評価

　整備に関する評価

　評価に基づく総合的な判断

　＋費用に関する評価
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評価に基づく総合的な判断に向けて

① 敷地の形状
 可能な限り一体となった校庭敷地
  ※200ｍトラック、野球グラウンド、テニスコート、駐輪場、駐車場、バス回転場等
 

② 校舎の配置 
 １）建設位置による工期への影響
 
     １．既存校庭敷地部分に建設する 
        ※取得した土地の造成と並行して施工が可能となる 
     ２．既存建物を解体撤去し、その場所に建設する 
         ※在校している児童、生徒のための仮設校舎または移転が必要となる 
     ３．土地取得後に造成し、建設する 
        ※土地の取得及び地盤が安定するまでの期間が必要となる 
 
 ２）建設場所による校舎の向き 
 ３）登下校時の生徒のスムーズな動線の確保 
 ４）校舎（管理棟）から、校庭や体育館が視認できる配置 
 ５）仮設校舎または移転を伴う場合の児童生徒の負担の考慮 
 

【新設中学校候補地選定に関する考え方】
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評価に基づく総合的な判断に向けて

③ 体育館の配置 
 １）校舎との距離 
 ２）駐車スペースからのアクセスの容易性 
 

④ 道路状況 
 １）幹線道路へのアクセスの容易性 
 ２）駐輪場の配置、バスの乗降場所の検討 
 ３）作業道路確保の容易性 
 

⑤ 既存建物の活用
 既存校舎については、統合小学校校舎として利用可能（候補地のひとつ）
 ただし、統合小学校の開校時期の調整が必要

 上記①～⑤の点を考慮して、新設中学校のレイアウト等が確
定ではないことを前提とした候補地選定のためのおおまかなイ
メージ図を作成しました。
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わたしたち大人が

未来を生きる子どもたちのため

今　考えるときである
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